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国
土
交
通
省

は
、
２
０
２
４

年
度
以
降
に
適

用
す
る
技
術
検

定
の
資
格
要
件

を
固
め
た
。
学

歴
に
応
じ
て
設

定
し
て
い
た
受

験
資
格
を
年
齢

基
準
に
見
直
す
。

第
１
次
検
定
は

１
級
が

歳
以

上
、
２
級
が


歳
以
上
で
、
学

歴
を
問
わ
ず
受

験
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
大
学

頴
娃
高
校
　
機
械
電
気
科
　
３
年

岩
本
　
凰こ

う

雅が

さ
ん

技 擬
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私
が
頴
娃
高
校
を
選
ん

だ
の
は
、
兄
が
通
っ
て
い

た
こ
と
と
工
業
系
の
学
科

に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
私
の
趣
味
は
水
泳
と

プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
。
水
泳

は
保
育
園
か
ら
中
学
２
年

ま
で
続
け
て
い
ま
し
た
。

プ
ラ
モ
デ
ル
は
小
学
４
年

か
ら
作
り
は
じ
め
、
最
初

は
簡
単
な
も
の
で
し
た
が
、

中
学
生
く
ら
い
か
ら
は
難

し
い
も
の
に
も
挑
戦
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

番
の
魅
力
は
、
完
成
に
向

け
て
作
っ
て
い
る
時
間
で

す
。
楽
し
さ
か
ら
休
日
は

１
日
中
作
り
続
け
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
作
る
こ
と
が
好
き
な
私

は
〝
つ
く
る
〟
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
に
ひ
か
れ
て
、

高
校
入
学
後
、
「
も
の
づ

く
り
部
」
に
入
り
ま
し
た
。

部
の
活
動
で
昨
年
度
、
高

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
の
電
気
工
事
部
門
鹿

児
島
県
大
会
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
縦
１
８
０
０
㎜

×
横
１
８
０
０
㎜
の
パ
ネ

ル
に
規
定
の
電
気
配
線
工

事
を
２
時
間
以
内
に
作
成

し
、
そ
の
施
工
技
術
を
競

う
も
の
で
す
。
残
念
な
が

ら
よ
い
結
果
を
残
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
本
番
に
向

け
て
毎
日
遅
く
ま
で
学
校

に
残
っ
て
練
習
し
施
工
技

術
を
磨
け
た
こ
と
は
、
と

て
も
よ
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
他
の
活
動
と
し

て
自
動
車
整
備
や
家
庭
・

学
校
内
の
設
備
や
備
品
の

修
理
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

特
に
設
備
に
関
し
て
は
、

高
校
１
年
で
「
第
二
種
電

気
工
事
士
」
、
２
年
で
「
第

一
種
電
気
工
事
士
」
の
試

験
に
合
格
し
「
認
定
電
気

工
事
従
事
者
」
の
資
格
を

取
得
し
た
こ
と
が
電
気
配

線
の
施
工
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
７
月
に
行

わ
れ
る
「
第
一
級
陸
上
無

線
技
術
士
」
合
格
の
た
め
、

自
宅
学
習
や
学
校
で
の
補

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
４
月
末
に
は
就
職
に
向

け
て
の
三
者
面
談
が
あ
り

ま
す
。
未
来
に
向
け
て
不

安
は
あ
り
ま
す
が
、
今
で

き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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１次検定 ２次検定

１級 19歳以上

・１級１次合格後、実務経験５年以上
・２級２次合格後、実務経験５年以上（１級１次合格者に限

る）
・１級１次合格後、特定実務経験１年以上を含む実務経験３

年以上
・２級２次合格後、特定実務経験１年以上を含む実務経験３

年以上（１級１次合格者に限る）
・１級１次合格後、監理技術者補佐としての実務経験１年以

上

２級 17歳以上
・２級１次合格後、実務経験３年以上（建設機械種目は２
　年以上）
・１級１次合格後、実務経験１年以上

や
高
校
な
ど
の
専
門
課
程
卒

業
者
に
つ
い
て
、
第
１
次
検

定
の
一
部
試
験
を
免
除
す
る

制
度
も
設
け
る
。

　
国
交
省
で
は
、
中
長
期
的

な
担
い
手
確
保
・
育
成
の
観

点
か
ら
、
技
術
検
定
の
資
格

要
件
を
見
直
す
。
検
定
規
則

改
正
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
、

年
４
月
１

日
か
ら
新
た
な
資
格
要
件
の

運
用
を
始
め
る
。

　
改
正
案
に
よ
る
と
、
１
級

の
第
１
次
検
定
は
、
当
該
年

度
の
年
度
末
時
点
で

歳
以

上
と
な
る
人
で
あ
れ
ば
受
験

で
き
る
。
学
歴
は
不
問
。
第

２
次
検
定
で
は
「
１
級
第
１

次
検
定
合
格
後
、
実
務
経
験

５
年
以
上
」
や
「
１
級
第
１

次
検
定
合
格
後
、
特
定
実
務

経
験
（
※
）
１
年
以
上
を
含

む
実
務
経
験
３
年
以
上
」
と

い
っ
た
要
件
を
設
け
る
＝
表

参
照
＝
。

　
２
級
は
第
１
次
検
定
が


歳
以
上
、
第
２
次
検
定
が

「
２
級
第
１
次
検
定
合
格
後
、

実
務
経
験
３
年
以
上
（
建
設

機
械
種
目
は
２
年
以
上
）
」

「
１
級
第
１
次
検
定
合
格
後
、

実
務
経
験
１
年
以
上
」
と
し

た
。

　
第
１
次
検
定
の
一
部
免
除

は
、
例
え
ば
、

大
学
の
土
木
工

学
の
専
門
課
程

卒
業
者
に
つ
い

て
、
土
木
種
目

の
１
級
と
２
級

の
第
１
次
検
定

の
う
ち
、
工
学

基
礎
問
題
を
免
除
す
る
。

　
新
た
な
受
験
資
格
が
浸
透

す
る
ま
で
の
経
過
措
置
と
し

て
、
制
度
改
正
前
の
受
験
資

格
要
件
で
の
第
２
次
検
定
の

受
検
を
、

年
度
ま
で
認
め

る
。

　
（
※
）
特
定
実
務
経
験
は

請
負
金
額
４
５
０
０
万
円

以
上
（
建
築
一
式
工
事
は
７

０
０
０
万
円
以
上
）
の
建

設
工
事
で
、
監
理
技
術
者
・

主
任
技
術
者
の
指
導
の
下
、

ま
た
は
自
ら
主
任
技
術
者

と
し
て
施
工
管
理
を
行
っ
た

経
験
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施設の役割や歴史的価値を学生が伝えた

＝霧島市の現地
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第
一
工
科
大
学
社
会
・
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ほ

ど
、
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
た

第

回
龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ

オ
ー
ク
in
霧
島
の
中
で
土
木

遺
産
「
平
熊
の
石
洗
越
（
い

し
あ
ら
い
ご
し
）
」
の
見
学

企
画
を
実
施
し
た
。
学
生
が

現
地
で
解
説
を
行
い
、
施
設

が
持
つ
意
義
を
伝
え
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
イ
ベ
ン
ト
。
隼
人
町
に
あ

る
市
指
定
有
形
文
化
財
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
を
用
い
て
石
橋

の
上
を
川
が
流
れ
る
珍
し
さ

を
説
明
し
た
。
土
木
学
会
選

奨
土
木
遺
産
と
し
て
も
認
定

さ
れ
る
橋
は
、
大
雨
で
の
用

水
路
へ
の
土
砂
等
流
入
を
防

ぐ
役
割
を
担
う
。
こ
の
日
の

た
め
に
準
備
し
た
通
行
記
念

カ
ー
ド
５
０
０
枚
は
全
て
配

布
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
同

市
観
光
協
会
支
援
の
も
と
進

め
た
今
回
の
取
り
組
み
。
２

０
０
年
以
上
前
に
架
け
ら
れ

た
防
災
施
設
は
以
前
、
現
地

に
草
が
生
い
茂
る
な
ど
「
忘

れ
ら
れ
た
存
在
」
で
あ
っ
た

が
現
在
は
地
元
住
民
ら
が
手

入
れ
を
し
、
田
園
風
景
を
守

る
大
き
な
存
在
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
。

　
橋
長

・
３
ｍ
、
幅
員
７
・

５
ｍ
の
小
さ
な
ア
ー
チ
橋
の

価
値
を
説
い
た
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
工
学
科
１
年
の
吉
武
大

輝
さ
ん
は
「
参
加
者
が
実
際

に
橋
を
見
て
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
う
れ
し
い
。
古
い
も

の
で
あ
っ
て
も
地
域
の
魅
力

に
な
る
と
分
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
語
っ
た
。

　
東
日
本
建
設
業
保
証
は
、

同
社
の
創
立

周
年
記
念
事

業
と
し
て
制
作
し
て
い
る
、

中
高
生
を
対
象
に
建
設
業
の

仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
動
画

の
第
３
弾
を
公
開
し
た
＝
写

真
＝
。
『
わ
た
し
が
支
え
る

～
明
る
い
建
設
業
の
未
来
～
』

と
題
し
て
、
豪
雪
地
帯
で
の

除
雪
作
業
に
重
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
携
わ
る
女
性
の

姿
や
、
危
険
な
場
所
で
も
安

全
に
作
業
で
き
る
無
人
化
施

工
の
現
場
を
取
り
上
げ
た
。

　
動
画
の
前
半
で
は
、
地
域

住
民
の
朝
の
出
勤
時
間
に
間

に
合
う
よ
う
に
深
夜
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
除
雪
作
業
の
様

子
を
伝
え
る
。
２
０
２
０
年

に
同
社
に
入
社
し
、
除
雪
車

を
運
転
す
る
竹
田
弘
美
さ
ん

は
、
大
型
特
殊
免
許
や
各
種

資
格
を
入
社
後
に
取
得
。
普

段
は

ｔ
ダ
ン
プ
の
運
転
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
竹
田
さ

ん
は
「
重
機
を
使
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
建
設

業
の
仕
事
は
す
ご
い
と
思
う
」

と
、
仕
事
の
楽
し
さ
や
〝
か
っ

こ
よ
さ
〟
を
話
す
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
、
地
元

の
災
害
復
旧
工
事
を
き
っ
か

け
に
１
９
９
７
年
か
ら
無
人

化
施
工
を
導
入
し
た
。
動
画

の
後
半
で
は
、
河
川
護
岸
補

修
で
竹
田
さ
ん
ら
が
無
線
で

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を
操
作
す

る
無
人
化
施
工
の
様
子
を
伝

え
る
。
同
社
の
今
井
等
専
務

取
締
役
は
「
よ
り
安
全
に
施

工
が
で
き
れ
ば
」
と
、
無
人

化
施
工
を
導
入
し
た
経
緯
と

と
も
に
「
人
の
生
活
を
手
助

け
す
る
こ
と
」
と
、
建
設
業

の
存
在
意
義
を
話
す
。

　
第

回
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
笠

沙
フ
ェ
ス
タ
が
５
月
３
日
、

南
さ
つ
ま
市
の
片
浦
漁
港
で

開
か
れ
る
。
時
間
は
午
前
９

時

分
か
ら
午
後
２
時

分

ま
で
。
当
日
は
、
笠
沙
太
鼓

の
演
奏
や
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
、
イ
カ
ダ
釣
り
体
験
（
申

込

日
ま
で
）
、
地
魚
・
鮮

魚
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
実
行
委

員
会
事
務
局
（
同
市
笠
沙
支

所
市
民
課
　
☎
０
９
９
３
・

６
３
・
１
１
１
１
）
ま
で
。
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